
前計画の課題

①処理余力不足
・大阪市の前計画では、令和７年度ごみ処理量84万トンを目標としていたが、新計画では目標達成時期を
・令和20年度と設定。
・社会経済活動の活性化等の要因によりごみ減量が進んでいないため、西淀と八尾を同時期に整備すると処理余力が
・不足する見込み。（令和11～12年度）
・主力工場である舞洲(900t/日)は老朽化が進行、故障停止リスクが高い傾向にあり、処理余力３%以下では
・安定的なごみ処理体制を確保できない。

②工場の老朽化
・令和10年度末において４工場が供用開始から25年以上経過しており、建替時期を迎えている。
・ごみ減量が進んでいない現状では、例年実施しているメンテナンスに十分な工期を確保できず、本来必要な補修を十分に
・実施できない。
・各工場とも老朽化が進行した設備が多く、故障停止が増加傾向にあることから、早期に建替等の大規模整備が不可欠。

③建替工期の長期化
・前計画の建替工期は６年としているが、働き方改革等の影響により全国的に建替工期は長期化している。
・今後の建替に必要な工期は７年以上となる見込み。西淀建替中に他工場の老朽化がさらに進行する。

④建設費用の高騰
・建設資材の高騰、働き手不足による人件費の高騰により建設費用は急騰している。
・今後も高騰する見込みであり、財政負担は、より厳しくなることが想定される。

〇これまで供用開始の古い順に工場の建替えを行ってきたが、基幹改良工事を活用し、工場の延命化を図ることで、
○ライフサイクルコストを低減する。

〇今後のごみ処理量の推移等を見極めながら、必要に応じて見直す。

〇工場の運営形態については、引き続き民間委託の導入も含めて検討を行っていく。

課題への対応

①処理余力不足

②工場の老朽化

③建替工期の長期化

④建設費用の高騰

・西淀と八尾の整備時期をずらすことで、処理余力を確保する。

・西淀を基幹改良工事※1に変更することにより、建替工期と概ね同等の期間で西淀、八尾、
・舞洲、東淀の４工場を健全化・延命化する。

・早期に４工場を健全化することで炉の故障停止リスクを低減させ、速やかに安定的な
・ごみ処理体制の構築を図る。

・延命化により、ライフサイクルコスト※２を低減、ごみ処理に係るトータルコストを平準化すると
・ともに、財政負担の軽減が期待できる。

今後の方針

背景

令和7年度の一般廃棄物処理基本計画の改定に合わせ、新たな整備・配置計画の検討を行った。

整備・配置計画（前計画 R2.3月策定）

新たな整備・配置計画

※季節変動によるごみ量増および故障等を考慮し、10%程度の処理余力確保が必要。

※平野工場建替時の処理余力は８%だが、先に4工場を健全化し、故障リスクを低減することで対応。

【構成市のごみ処理量は、最新の計画値】

【構成市のごみ処理量は、最新の計画値】

※1 基幹改良工事とは、工場の延命化を目的に、主要設備の大規模更新等を行うもの。(工期:２～３年)
※2 ライフサイクルコストとは、建設～稼働～廃止されるまでに費やされる建設費や運営費等の生涯費用総計。

【参考】環境省は工場の延命化を図り、ライフサイクルコストを低減させ、効率的な更新整備の充実を推進。
他都市でも延命化を図ることが主流となっている。

ごみ焼却工場整備・配置計画の改定について
令和８年３月
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